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真面目なラブホテル苦境給付金もGOTbも対象外 「推奨

されていい」はずなのに

毎日新聞2020年9月19日06時00分（最終更新9月19日11時04分）

⑧藤沢美由紀

真面目にやっているラブホテルの経営者

がほとほと困っていると聞いた。コロナ禍

で客は減り、ホテルなのにGoToキャン

ペーンも持続化給付金の対象でもないとい

う。ラブホテルは性風俗業だから別枠と

は、何だかややこしい。コロナ禍の性風俗

産業は一体どうなっているのだろうか。取

材に実名で応じてくれる経営者を訪ねた。

【藤沢美由紀/統合デジタル取材センタ

ー】

…

フロントを通らず、 1棟ずつ独立した客

室に直接入れる構造は、コロナ対策に

もなっていた＝群馬県伊勢崎市のラブ

ホテル「SERA赤堀店」で2020年8月

25日午後3時53分、藤沢美由紀撮影

「差別としか言いようがない」と経営者

胄空の下、道路脇には住宅のほか、夏草の生い茂る田んぼや牛舎も見かけた。

最寄り駅から歩くこと30分。農耕車や大型トラックが走る県道沿いに、矢印と控

えめな看板が見える。群馬県伊勢崎市の「SERA赤堀店」 。 「性風俗関連特殊営

業」の届け出をしている正規のラブホテルだ。

広々とした敷地に、 1棟ごとに独立した客室が並ぶ。車庫が客室に隣接してお

り、客はフロントを通る必要もない。いわゆる「3密」とは無縁の環境がそこにあ

った。

｢差別としか言いようがない。性は人間が生きるのに必要なものでしょう。そ



れなのに議論もしない」 。昼下がりの事務

所で、経営者の市東剛さん（61）が怒って

いた。ここを含めて北関東に6店のラブホ

テルを展開しているという。
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コロナの影響で、 3月は4割減、4， 5月

は3割減と売り上げが落ちた。元々、最初

に大きく設備投資し、少ない原価で経営し
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群馬県と栃木県で6店舗のホテルを経営 ししﾉ、己、同又'ﾉ用ｺ又旦Lﾉ、シ'd､いﾉが1山L､711王邑Lノ

する市東剛さん＝群馬県伊勢崎市のう ていくビジネスモデル。客の多寡が利益に
ブホテル「SERA赤堀店」で2020年8

月25日午後3時13分、藤沢美由紀撮影 直結している。それでも従業員の雇用と生

活は守ろうと、雇用調整助成金では足りず

に自らの貯金も持ち出してしのいだ。堅実な経営を心がけ、内部留保もあったた

めに経営を続けられたが、 「そうでなければ乗り切れなかった」と振り返る。

Go TOトラベルも対象外に

持続化給付金は新型コロナの感染拡大で影響を受けた中小企業や個人事業者向

けの支援策だが、 「性風俗関連特殊営業」は対象から除外されている。

持続化給付金だけでなく、政府の観光支援事業「Go ‐｢Oトラベル」や、固定資

産税の免除制度などの対象からも除外された。9月末には納税期限が容赦なく迫

る。

市東さんのホテルは普段から、華美に走らず料金設定を低めに抑え、 「普段使

い」で愛されることを目指している。おかげで不景気には強く客足が戻りつつあ

るが、近隣のラブホテルは2軒潰れたほか、休業する店もあるという。

まじめに届けたために…

憤る理由は他にもある。ラブホテルは本来風営法上の届け出が必要で、立地な

どの規制を受ける。ところが、実質的にはラブホテルであるにもかかわらず〈風

営法上の届け出をせず〈旅館業法上の「旅館」などとして営業している「偽装ラ

ブホテル」も存在する。今回、まじめに届け出をした事業者が給付金の対象から



外されることになった。 「ラブホテルというと金融機関からの資金調達も困難。

さまざまな制約を受けながら、法律を守って営業してきた。それなのにおかしい

でしょう」

高齢者の大切な仕事場

コロナ対策のため、 自身と経理担当の事

務員は交代で在宅勤務を続ける。客室では

次亜塩素酸水を使い、客が触れそうな場所

はテーブルの実まで拭き上げるなど気を使

う。元々、会計は各客室で自動精算できる

など他者との接触のない構造になっており

「ラブホテルはコロナの時代、推奨されて

テレビのリモコンなど、客の触った可 いい」 と胸を張る。
能性のあるものはスタッフが丁寧に拭

き上げる＝群馬県伊勢崎市のラブホテ
従業員82人中22人が65歳以上。ラブホル「SERA赤堀店」で2020年8月25B

午後3時10分、藤沢美由紀撮影 テルは高齢者にとって大事な仕事場でもあ

る。 「性風俗業も他の業種同様守られなけ

れば、不健全化してしまう」と危機感をあらわにする。

取材を終え、もと来た道を駅へ向かう。 「性は必要なものなのに、みんなふた

をしてしまう」 。市東さんの言葉を思い出しながら。
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